
Ⅴ  本  校 の  研  究                             

    

 

１．研究主題  

 

  豊かな心と生きる力をはぐくむ道徳教育 

       ～いきいきとかがやく子どもをめざして～ 

 

 

２．主題設定の理由  

 

（１）今日的課題 

 今の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍するころには、

我が国は厳しい挑戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グロー

バル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社会構造や雇用環境は大きく、また急

速に変化しており、予測が困難な時代となっている。 

こうした変化の一つとして、人工知能（AI）の飛躍的な進化を挙げることができる。

人工知能が自ら知識を概念的に理解し、思考し始めているとも言われ、雇用の在り方

や学校において獲得する知識の意味にも大きな変化をもたらすのではないかとの予測

も示されている。 

このような時代にあって、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合

い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め知識の概念的な

理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこと、複雑な状況

変化の中で目的を再構築することができるようすることが求められている。 

 

（２）児童の実態 

      本校の児童は明るく元気である。休憩時間には、なわとびやドッジボ－ルなどで集

  団遊びをしている児童も多い。また、先生にも気軽に声をかけ、子どもらしい素直さ

  と明朗さをもっている。異学年交流（集団登校、たてわり活動等）で上級生になれば、

  下学年の世話をするのだという意識もできてきている。しかし、指示されたことは実

  行しようとするが、主体的に取り組むことが少ない面もみられる。 

 

（３）教師の願い 

      現教育課程は、２１世紀を強くたくましく生き抜くための「生きる力」として、豊

かな人間性と社会性の育成を重視している。 

      豊かな人間性の育成は一朝一夕になしえるものではなく、学校全体での道徳教育の 

計画的・系統的な指導が必要不可欠である。いうまでもなく、道徳教育は教育活動全

体を通しておこなわれるものであり、各教科、特別の教科道徳、外国語・外国語活動、

特別活動、総合的な学習の時間の相互関連をより充実させることで成果をあげるもの

である。また、学習の場だけでなく、日常生活の様々な場面で、自己を見つめ、互い

に認め合い励まし合い、磨き合うことによって、豊かな心を培っていきたいと願って

いる。そして、ともに関わり合うなかで価値ある存在に気づき、よりよく生きようと



する意欲・態度を養っていきたいと考えている。 

      このような考えのもと、今までの教育実践をふまえ、本年度も児童の実態の上にた

った年間計画を大切にしながら、「めざす子ども像」に向かって実践活動を積み上げ

ていきたいと考えている。 

      特別の教科道徳を核とした総合単元的な道徳の学習では、学習の流れがわかるよう 

な指導案を考え、事前の学習・本時の道徳の時間・事後の学習をどのように、発展さ 

せていくか等を追求しながら教育実践に取り組んでいる。 

豊かな体験活動の場の設定を大切にし基盤としていくが、保護者・地域社会と共に 

  子どもを育てていくということも大切に考えている。 

   以上のような観点から本主題を設定した。 

 

３．研究主題のとらえかた  

 

《豊かな心》 

 

    『豊かな心』とは「感動する心」「思いやりの心」ととらえている。感動は生きてい

く原動力である。人や自然とのふれあいの中で、感動的な体験をする機会を多く味わわ

せることによって、生きていく原動力をもった子どもにしたい。そのため、次のような

点の連続化をはかることにより、豊かな心が育成されると考える。    

（１）心にひびく体験活動を意図的、計画的に実践していくことで、お互いを思いや 

   る心・協力性・信頼感など、心の交流を深める。 

  （２）体験活動で得た児童の思いを生かし、自己を見つめることのできる道徳の学習 

    をする。 

  （３）多様な考えにふれ、より高い価値に気づき、次の学習活動への意欲を高める。   

    

《生きる力》 

 

『生きる力』とは、自らの課題に向かい自分の力を最大限生かし、他とコミュニケー

ションをとりながら自己を一歩でも前進させようとする力であり、また自己を見つめ現

在の自己を振り返ろうと自分の中に向かう力でもある。自ら考え、生命を大切にし、自

分を鍛えながら、主体的に行動していくたくましさでもある。そのため、次のような点

を充実させることで豊かな心を培い、道徳的心情・判断力を養うとともに、よりよく生

きようとする道徳的実践意欲・態度をもった児童が育成されると考えた。 

（１）自ら考える力と主体的に行動する力とを総合的に働かせるために、各教科それぞ

れの特質を生かし、基礎基本の定着を図ることが大切である。 

（２）家庭・地域社会と連携し、外国語・外国語活動や特別活動や総合的な学習の時間

のなかで、互いを認め合い自分の良さを自覚しながら、自己を高めていく喜びを

味わうことのできるより多くの体験をさせることが大切である。 

このことがサブテーマにかかげた「いきいきとかがやく子ども」を育てることになる

だろう。 

 

 



 

４．研究の柱  

 

（１）「特別の教科道徳」（以下 道徳科）の充実 

    「生きる力」を身につけるためには、「道徳的価値」をしっかりと自覚して、自分ら

しさを大切にしながら、次の段階へと発展させていくことが大切である。 

    道徳科は、各教育活動において行われる道徳教育を全体にわたって調和的に、補充・

深化・統合し、この「道徳的価値」の自覚を深め、道徳的実践力を育成するのが目標で

ある。そのためにも、総合単元的な道徳の学習の展開を考え、子どもたちの意識の持続

を図る工夫をすることが大切である。また、年間を見通した発展的・計画的な道徳科の

授業を構成していくことも大切である。 

    そして子どもの姿（一人一人の子どもの体験、見方、考え方）をしっかりとらえ「心

に響く道徳科」にするためにも、心を耕す魅力的な教材を開発・活用していく。さらに、

道徳的価値を自分との関わりの中で考えて話し合いを展開していけるような発問をした

り、ペア学習やグループ学習を必ず取り入れたりして、主体的・対話的で深い学びをめ

ざした道徳の時間にしたいと考えている。 

 

（２）体験活動の充実 

    体験活動では、子どもが自分たちの学級や学校生活を自らの力で充実し、向上させる

ために必要な問題を課題として認識し、解決に向けて主体的に活動する態度の育成をね

らっている。そこで、「総合的な学習の時間」や「特別活動」等における体験活動の場

の設定をすすめてきた。 

「総合的な学習の時間」では、各教科等の枠をこえて、自然、人間、社会、文化な 

 どいろいろな対象と幅広く関わり、今までの体験・知識を基に、新たな課題追究のた 

 め主体的な学習活動の場と機会を保障していくことが大切であると考える。 

  また、「成すことによって学ぶ」といわれる「特別活動」を充実し、自らの存在・ 

 自らの居場所に自信や誇りをもたせていきたいと考えている。 

    体験活動が、一人一人にとって生活を充実向上させるものであれば、問題解決する    

  ことの意義・驚き・喜び・友達のよさなどがわかり、すばらしい成就感が実感できる。 

  その心情的高まりのある活動を着実に積み重ねることによって、意欲・判断力・表現   

  力をもち、また思いやりの心で生活できるようになり、豊かな心と生きる力をもった    

  子どもが育っていくと考える。 

 

（３）家庭・地域社会との連携の充実 

  子どもたちは、生まれてから自分の家庭を中心とした生活をそれぞれの地域社会で    

  すごし、様々な経験をして成長してきている。その過程全てが、生まれ育った地域社 

 会と切り離しては考えられない。心豊かでたくましく生きる力を育む体験の場・教育 

 の場では、学校だけでなく家庭や地域社会の教育力を生かすことも大切である。 

  学校、家庭、地域が互いに連携を密にした取り組みを進めていきたい。 

    

 

 



 

   －具体的な取り組み－ 

      ①家庭や地域の人々の積極的な協力を得て、児童にとって大切な学習の場である 

        地域の教育資源や学習環境を一層活用していく。 

           

      ②学校の教育活動を家庭や地域の人々に知らせ、理解や協力を求める。 

           

      ③地域の人々と交流する幅広い体験活動を得、視野を広げることにより、豊かな人 

       間形成を図っていく。 

           

 

（４）教科指導の充実 

      各教科それぞれに特質やねらいがある。その一つ一つの教科指導を充実し、基礎学

  力につながる知識・技能・理解力等を身につけさせることが大切である。それと共に

  意欲や関心や態度等も大事にしたいと考えている。 

   一人一人の子どもがそれぞれのよさを発揮し、自分なりの方法で自分の考えを深め

  広げていく授業の構成を考えていかなければならない。授業で学んだことがさまざま

  な学校生活に生かされ、変化する社会でも主体的に対応できる子どもの育成につなが

  ると考える。 

      教科指導の場においても、相手を認め、思いやりを持ち、助け合う心の成長、人格

  形成をめざす。 

                                        

（５）コミュニケーション能力を高めるための活動の充実              

   子どもたちが成長していくためのさまざまな体験の場・教育の場には、人とのかか

  わりが不可欠である。よりよいコミュニケーションを図るためには、自分から他者へ

  の働きかけが必要となる。そのためには、話すこと・聞くことの指導で確かな力をつ

  けていくとともに、人とかかわりあう場、自分の思いを相手に伝える場を多くもつこ

  とが大切であると考える。そこで、全教育活動の中で、話し合い活動や、交流活動、 

  ゲームなどを通して、コミュニケーションを図ることの楽しさやうれしさに触れさせ、

  自らコミュニケーションをとろうとする子どもを育てていきたい。  

 

（６）学級経営の充実 

   子どもに寄り添い、子どもを育てる全教育活動の基盤として、子どもの心の健全な

  育成をめざした学級経営の充実を図る。 

      学級集団が一つの集団としてのまとまりをもち、楽しく、充実した毎日がすごせる

  ような学級集団をめざしていきたい。そのためには、それぞれの子どもに、自分の学

  級への所属感をもたせ、子どもたちを学級の主役にすえ、それぞれにやりがいのある

  役割を分担し、自分たちの学級をつくっていくよう支援していくことが必要であると

  考える。 

      また、学級集団内でおこってくる問題が、学級前進の糧となるよう小集団や全員に

よる話し合いを大切にし、相手の気持ちや立場を考えて解決していこうとする学級集

団づくりをめざしていきたい。 



  
（７）個に応じた指導の充実                           

   道徳科、または道徳科後に、子どもたちが書いたものをよりどころに個別指導を充 

実し、道徳的実践つまり行動の変容を願い、行動していける子どもを育てていきたい 

と考えている。 

 道徳科で深めあった価値で、子どもたち一人一人、気になる子と語り合い、書き交 

わすことで、補充・深化・統合を図りたい。                  

                                       

本年度は、特に（１）道徳科の充実を研究の重点と考え取り組み、（２）（３）（４）

（５）（６）（７）についても網羅しながら取り組むことによって、いきいきと  かが

やく子どもが育ち、研究主題にせまれると考えている。       
 

 

 

５．研究の組織  
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